
 新型コロナウイルスの影響で、タ

クシーや観光バスの営業収入は激減

し、歩合給で働くタクシー労働者の

賃金は、とても生活できないほど下

がってしまいました。 

 解雇・雇止めや最低賃金が支払わ

れない、不当な運転者負担があるな

ど、労働者に犠牲を押し付け、権利

を侵害する事例が全国で発生してい

ます。 

 あまりに賃金が下がったため離職

する労働者も多く、公共交通が維持

できなくなるところもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この危機を乗り越え、労働者の権

利を守るためには、労働組合に入っ

て団結することが必要です。 

 労働組合は法律で会社と交渉する

権利が認められていて、会社は拒否

することはできません。各地の自交

総連の組合では、会社と交渉して労

働者の権利を守っています。 

 自交総連と地元の全労連（県労連）

が組合づくりのお手伝いをします。

「すぐには仲間が集まらない」とい

う方には、ひとりで加入できる労働

組合もあります。 

 ぜひ自交総連に入って、力を合わ

せて生活を守りましょう。 

 

タクシー・バス・自教労働者の組合 

自 交 総 連 

（本部）東京都台東区根岸2-18-2-201 
Tel 03-3875-8071  メール info@jikosoren.jp 
ホームページ 自交総連 ←検索！ 

（ご相談は） 
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労働組合に入って
会社と交渉しよう 

 

コロナで大変！ 
公共交通の危機 

 

自交総連の労働組合が各地で 

会社と交渉してかちとっている成果 

 

◎ コロナ禍で事業閉鎖を計画してい

た会社と交渉して、雇用調整助成金

など政府の制度を使って再建しよう

と訴え事業継続をかちとりました。 

◎ 休業手当を、平均賃金の６割など

低く提案してきた会社と交渉して10

割にさせています。 

◎ 営業収入の低下で賃金が最低賃金

を割り込む人が続出するなかで、足

りない分を計算して会社に支払いを

迫り、支払わせています。 

◎ 時間外割増賃金をきちんと支払わ

ない会社と交渉して、さかのぼって

正確に支払わせました。 

◎ 本来、会社がもつべき営業にかか

る経費を、運転者に負担させている

会社で、手数料負担をなくさせた

り、事故のときの費用負担をなくし

たり軽減させたりしています。 

あなたも 
自交総連の仲間に 



おかしなところがあったら、すぐ相談を 
 

 会社が違法なことをしていても、労働者が黙って従ってしまえば、それがまかり通ってしま

います。一人では会社に意見を言ったり、交渉できません。労働組合に入って交渉しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2022年度 地域別最低賃金額（時間額、2022年10月～23年９月適用） 

地方 （円） 福 島 858 神奈川 1071 岐 阜 910 兵 庫 960 山 口 888 長 崎 853 

北海道 920 茨 城 911 新 潟 984 静 岡 944 奈 良 896 徳 島 855 熊 本 853 

青 森 853 栃 木 913 富 山 908 愛 知 986 和歌山 889 香 川 878 大 分 854 

岩 手 854 群 馬 895 石 川 891 三 重 933 鳥 取 854 愛 媛 853 宮 崎 853 

宮 城 883 埼 玉 987 福 井 888 滋 賀 927 島 根 857 高 知 853 鹿児島 853 

秋 田 853 千 葉 984 山 梨 898 京 都 968 岡 山 892 福 岡 900 沖 縄 853 

山 形 854 東 京 1072 長 野 908 大 阪 1023 広 島 930 佐 賀 853   
 

 【チェックポイント１】 ☑解雇・雇止め・退職強要がありませんか 

 解雇は客観的・合理的な理由がなければ無効です。コロナで経営が苦し

いというだけでは合理的な理由になりません。「会社が大変だから、退職

合意書にサインして」などと言われて、合意してしまうと辞めたことにさ

れてしまいます。サインをしないで組合に相談してください。 

 【チェックポイント２】 ☑最低賃金は支払われていますか 

 タクシーで、どんなに営業収入（売上）が下がったとしても、働いた時

間に応じて最低賃金が支払われなければなりません。最低賃金は都道府県

ごとに決まっています（下の表参照）。賃金が最低賃金未満の場合、会社

に差額を請求できます。 

 【チェックポイント３】 ☑運転者負担はありませんか 

 事故の修理代やカード手数料、機器使用料、障がい者割引などの費用が

運転者の負担になっていませんか。本来、会社がもつべき費用を運転者に

払わせるのは不当で、国会決議でもやめるよう指摘されて、国土交通省も

通達を出して指示しています。交渉してやめさせましょう。 

 【チェックポイント４】 ☑パワハラ・セクハラはありませんか 

 職場でのパワハラ・セクハラをなくすために、法律が改正され、使用者

にはハラスメントを防止する義務が課せられ、厚生労働省が指導していま

す。使用者には乗客からのハラスメントから労働者を守る義務もありま

す。一人では言い出しにくい被害を組合で解決しましょう。 

 【チェックポイント５】 ☑コロナで休業手当などの補償がありますか 

 コロナで休業した会社が労働者に休業手当を支払えば、国から助成され

ます。売上げが減った中小企業は100％助成されます（条件あり）。 

 会社が休業手当を支払えない場合、労働者が申請して直接支払われる休

業支援金があります。会社が休業を認めることが必要なので、協力させま

しょう。 


